


11 November

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

古布の手づくり作品展　手芸 6（水）～12（火） 無　料 手づくり教室 布友輪
090-2089-0157

平成25年度　特別支援学校・特別支援学級合同作品展
絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真・彫刻

13（水）～19（火）
※19（火）は15：30まで 無　料 北九州市教育委員会

093-582-2367

第２回フォトレタッチスクール写真展　写真 20（水）～26（火） 無　料 フォトレタッチスクール
090-5730-5706

和楽書院　社中展　書道 11/28（木）～12/3（火）
※10：00～18：00 無　料 和楽書院

093-651-2866

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

アメリカ・バージニア州立芸術学校ミュージカル公演
「ボイス・オブ・バージニア」 3（日・祝） 14:00 無　料 北九州市総務企画局国際政策課

093-582-2146

小倉北区中学校連合音楽会 7（木） 13:00 無　料 北九州市立霧丘中学校
093-931-6558（大川）

25周年記念公演 10（日） 13:30 ¥3,000 吉武加寿子スタンダードバレエスクール
093-381-1765

小倉南区文化祭バレエフェスティバル　第1部　ねむれる森の美女よりプロローグ　神崎バレエ
第2部　”雨のち雨　涙は希望”　エスメラルダ2章より　パ・ド・シス　岡山バレエ 17（日） 14:00 ¥2,000 小倉南区バレエ協会　

093-962-0603
九州歯科大学Swing Jazz Orchestra BLUE NOTES
第58回定期演奏会 23（土・祝） 18:00 無　料 九州歯科大学Swing Jazz Orchestra BLUE NOTES

080-6122-8739（オオハタ）

中劇場

北九州市制50周年記念事業
「白洲灯台」　市民が伝える郷土の誇り

2（土） 13:30 　　　一般 ￥3,000
学生（大学生以下） ￥2,000
（当日各￥500増）

劇団青春座
093-922-4995（井生）18:30

3（日・祝） 13:30

北九州市民劇場　11月例会　無名塾「ロミオとジュリエット」6（水）～14（木）

6日18:30
会費

＊市民劇場会員以外の方は
 　お問い合わせください。　

北九州市民劇場
093-541-0075

7日～11日13:30
12日18:30
13日13:30
14日12:00

ラッパ屋　30周年記念　第40回公演「ダチョウ課長の幸福とサバイバル」
性別・年齢を問わず幅広いファンを持つラッパ屋の新作

16（土） 13:00 ¥4,000
（当日￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-2655

第2回福岡スピリッツを伝えたい！　神田紅独演会 21（木） 14:00 　　　一般 ￥3,000
学生（小～大学生） ￥1,500

金印倶楽部
092-737-543018:30

小劇場

島田亜希子マリンバコンサート 1（金） 19:00 ¥2,000
（当日￥500増） 090-3882-4445（島田）

実験工房再現コンサート 2（土） 17:00 ¥500 北九州市立美術館分館
093-562-321519:00

ケイトミュージック音楽教室発表会2013 4（月・振） 16:30 ¥1,500
（当日￥500増）

SK企画
093-561-8314

しきあふさ16室内楽コンサート 10（日） 15:00 　　　  一般 ￥1,000
学生（小～高校生） ￥500

アンサンブルしきあふさ
093-618-1255（森下）

シアターラボ・リターンズ「みつことコンビニ、大臀筋。」
身近なコンビニを舞台に繰り広げられる人々のストーリー

16（土） 14:00
¥1,000

（当日￥200増）
北九州芸術劇場
093-562-265518:30

17（日） 14:00

音楽発表会 22（金） 13:30 無　料 専門学校麻生医療福祉＆観光カレッジ
093-882-0018

ＴＡＫＡＫＯシャンソンライブ2013 23（土・祝） 15:00 ¥3,000 オフィスＴ．
090-9795-6462（稲生）

ピアノ発表会 24（日） 13:30 無　料 CAM'S　PC　
090-1368-3015

九州工業大学工学部男声合唱団メンネルコール第67回定期演奏会 30（土） 14:30 ¥100
九州工業大学工学部

男声合唱団メンネルコール
080-2718-2432（河村）

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093-562-8436〉

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

東京オペラシティリサイタルシリーズ B→C｜バッハからコンテンポラリーへ
田中香織クラリネットリサイタル
田中香織（クラリネット） 河内仁志（ピアノ） 今井慎太郎（エレクトロニクス）
ブラームス:クラリネット・ソナタ 第２番 変ホ長調　ほか

2（土） 15:00 一般（大学生以上） ￥3,000
学生（高校生以下） ￥1,500

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-562-3611

新日鐵住金マンドリン合奏団 第71回定期演奏会
ミュージカル名曲特集 希望のエチュード（初演） 英雄葬送曲

3（日・祝） 14:00 ¥500 新日鐵住金マンドリン合奏団
093-246-0133（敷田）

錦綾会ミュージシャンズコンサート
八幡中央高校吹奏楽部 岩﨑洋一 芦田由佳 松浦洋子 荒木真子 西田和美 岩﨑雅子 伊藤みどり　ほか

5（火）
13:00

¥2,000 
錦綾会ミュージシャンズコンサート

実行委員会
090-8391-8235（葉玉）18:30

15 かるかる  2013.November



11 November

なし

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（近藤タケユキデュオ） 2（土） 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300　小人 ￥150

B&A門司港
093-321-4151

ななし

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２階 『DECOクレイクラフト Hanairokatari教室作品展』 9（土）～14（木）
※14日（木）は16:00まで 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093-321-41511 階 『四季の庭作品展「笑顔と生きがいの軌跡」』 23（土・祝）～27（水） 無　料

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

中国・明清陶磁の至宝 ―官窯の洗練、民窯の創造
景徳鎮の青花・五彩・粉彩などの磁器と、各地の民窯陶磁を展示。

11/1（金）～2/2（日）
　　　 一般 ￥600
高校・大学生 ￥400
中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093-332-0251

（入館は閉館30分前まで）

年５回

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

海峡演劇祭2013『みなまた　海のこえ』 琵琶デュオ 16（土） 16:00 ¥2,500 
（当日￥500増）

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093-331-6700

17（日） 13:00

海峡演劇祭2013 『おこりじぞう』 大槻オサム×山崎箜山 23（土・祝） 15:00 　　　大人 ￥2,000
小～大学生 ￥1,000

海峡演劇祭2013 『tomurai』 坊内由香 30（土） 16:00 ￥2,000

筑前琵琶「平家物語」演奏会 3（日） 11:00 無　料13:00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール

平成25年度　第63回　門司区文化祭　三曲大会 3（日・祝） 11:00 無　料

門司文化団体連合会
093-331-6232

平成25年度　第63回　門司区文化祭　吟詠大会　 4（月・振） 9:30 無　料

平成25年度　第63回　門司区文化祭　区民音楽祭（音楽の部） 9（土） 14:00 無　料

平成25年度　第63回　門司区文化祭　日本舞踊大会 17（日） 12:30 ¥1,000 

平成25年度　第63回　門司区文化祭　邦舞邦楽大会 24（日） 12:00 無　料

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2013北九州国際音楽祭
成田達輝[ヴァイオリン] 萩原麻未[ピアノ]
ベートーヴェン:ヴァイオリン・ソナタ 第5番 ヘ長調「春」op.24　ほか

9（土） 15:00

    　指定席 ￥4,000
 一般自由席 ￥3,500
U-25自由席 ￥2,000
ペア（自由席･前売りのみ） ￥6,000
（当日各￥500増）

北九州国際音楽祭実行委員会
事務局

093-663-6567

2013北九州国際音楽祭
宮田 大[チェロ] ジュリアン･ジェルネ[ピアノ]
カサド:親愛なる言葉ｰRequiebros ブラームス:チェロ･ソナタ 第1番 ホ短調op.38　ほか

10（日） 15:00

※売切 指定席 ￥4,000
 一般自由席 ￥3,500
U-25自由席 ￥2,000
ペア（自由席･前売りのみ） ￥6,000
（当日各￥500増）

北九州国際音楽祭実行委員会
事務局

093-663-6567

第40回 八幡東区小学校連合音楽会 13（水） 9:50 無　料 北九州市立皿倉小学校
093-671-194713：40

2013北九州国際音楽祭　池辺晋一郎レクチャー･コンサート
～高木綾子[フルート] 鈴木大介[ギター] 石岡久乃[ピアノ]を迎えて～

17（日） 15:00
  一般自由席 ￥2,000
U-25自由席 ￥1,000

（当日各￥500増）

北九州国際音楽祭実行委員会
事務局

093-663-6567

アンサンブル･ムジーク弦楽合奏団 & 響ホール室内合奏団 交流演奏会
響ホール室内合奏団 第23回定期演奏会
澤 和樹 ゲッツ･ハルトマン
チャイコフスキー:弦楽のためのセレナーデ　ほか

24（日） 14:00

　　　  指定 ￥3,000
　　　  一般 ￥2,500
学生（小～大学生） ￥1,000
　　　  ペア ￥4,000
（当日各￥500増、ペア￥1,000増）

特定非営利活動法人
北九州市立響ホール室内合奏団
093-647-0565（中村）

※U-25 学生問わず25歳以下、要証明

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港レトロオールドシネマフェスティバル 映像フィルム上映
※映画関係者によるトークショーあり

2（土） 14:00 大人 ￥500
小人 ￥200 旧大連航路上屋

093-322-5020
23（土・祝）

門司港レトロオールドシネマフェスティバル DVD上映 9（土） 14:00 大人 ￥200
小人 ￥10016（土）

●アクセス／JR：「門司港駅」徒歩5分
●住所／門司区西海岸1-3-５　●電話／093-322-5020　●開館時間／9:00～17:00旧大連航路上屋

14



11 November

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

エヴァンゲリオン展
アニメ「エヴァンゲリオン」を徹底解剖する初の本格的な作品展。

～12/27（金）
一般 ￥1,000

中高生 ￥500　小学生 ￥300
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会（影絵実演会）
楽しい影絵　影絵「だいくとおにろく」と、お話

10(日) 14:00

無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

週末映画会　洋画「望郷」（フランス） 16(土) 14:00

クラシック・レコード・コンサート
ブラームス作曲「交響曲第１番」ほか。楽曲解説あり。

17(日) 14:00

週末映画会　邦画「熱風」 23(土・祝) 14:00

9：30～18：00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール

ピアノ・エレクトーン発表会
2（土） 15:00

無　料
㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店
093-531-43423（日・祝） 11:00

タカコバトン＆Unity Dancing Club 発表会
バトントワリング・チアダンスの発表

23（土・祝） 14:00 ¥500 タカコバトントワリングDancing Club
080-3968-748718:00

北九州アミーラベリーダンスフェスティバル
ベリーダンスの発表会、ロシアダンサーのショー

24（日） 18:00 ¥3,000 アミーラベリーダンススタジオ
080-3957-5120

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 梅花女子大学図書館コレクション ちりめん本の世界
明治期の欧文絵本・ちりめん本を約100点展示します。

～12/1（日）
※11/5展示替

小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093-582-2747

研修室 展示解説
本展の見どころを当館学芸員が解説します。

9（土） 14:00

和室 小笠原流七五三　袴着の祝い・帯直しの祝い
一般公募で選ばれたお子様4名が古式にのっとった七五三を体験します。

10（日）
袴着の祝い
13:00

帯直しの祝い 
14:00

書院棟 墨彩画教室「年賀状を描こう」
墨彩画で来年の年賀状を作成します。各回先着20名　※要申込

24（日） 10：00 ¥1,000 
（材料費・入館料込）13：00

まで

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

北九州市立高等学校吹奏楽部 第39回定期演奏会 2（土） 18:00 全席自由 ￥500
小学生無料

北九州市立高等学校
093-881-5024

アマラウ・ビエイラ　ピアノリサイタル 5（火） 19:00 A席 ￥4,500
B席 ￥4,000

MIN-ON北九州
093-884-1833

金剛山歌劇団2013　北九州公演 7（木）
14:00 大人 ￥3,000

小人 ￥1,500
（当日￥500増）

金剛山歌劇団北九州公演実行委員会
093-521-707419:00

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：「野口　健」氏

9（土） 13:30 関係者（随時募集） 北九州市民文化大学
093-522-5008

北九州聖楽研究会定期演奏会
BACH&VIVALDI バロックへの誘い

10（日） 15:00
　　指定席 ￥4,000
　　自由席 ￥3,000
学生自由席 ￥1,000

（当日￥500増）

北九州聖楽研究会
093-541-1615（モリタ）

北九州交響楽団　第110回定期演奏会 17（日） 15:00
一般自由席 ￥1,300
　学生自由席 ￥800

（当日￥200増）

北九州交響楽団事務局
093-533-3456

市民に贈る吹奏楽の夕べ2013 ブリヂストン吹奏楽団久留米 北九州演奏会 22（金） 18:30 一般自由席 ￥500
（当日￥300増）

㈱ブリヂストン北九州工場総務課
093-751-3911

2013北九州国際音楽祭
アンドリス•ネルソンス指揮 バーミンガム市交響楽団 エレーヌ•グリモー[ピアノ]
ドヴォルジャーク:交響曲 第9番 ホ短調 op.95.B.178「新世界より」ほか

23（土・祝） 16:00

　　 　S席 ￥9,000
　　 　A席 ￥7,000
　　 　B席 ￥5,000
U-25（B席） ￥2,000
（当日各￥500増）

北九州国際音楽祭実行委員会
事務局

093-663-6567

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

1951年/早すぎた前衛芸術　実験工房展
絵画・オブジェ・写真など約400点

～11/10（日） 一般 ￥1,000
高大生 ￥600　小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093-562-3215（実験工房展関連イベント）学芸員によるギャラリートーク 9（土） 14:00～
14:30

無　料
（ただし観覧券は必要）

（入館は閉館30分前まで）

13 かるかる  2013.November



11 November

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室

北九州市制50周年記念特別企画展　「松本清張と邪馬台国」 ～4（月・振）
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300　小学生 ￥200

松本清張記念館
093-582-2761

清張サロン「松本清張・小倉・昭和25年」
【講師】加島巧（長崎外国語大学教授）　※要事前申込

29（金）
14:00～16:00

無　料
※資料代300円が必要

（常設展示室を観覧する場合
は別途入場料が必要）

松本清張記念館友の会・
松本清張記念館
093-582-2761

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大画廊・小画廊 波濤の會 6（水）～12（火）

無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521大画廊

～ふるさとの民家を描く～　矢ケ部昭彦　油絵個展 13（水）～19（火）
埴のうつわ　松元洋一展 20（水）～26（火）
～沖縄の風～　フリオ ゴヤ・平敷慶秀　二人展 11/27（水）～12/3（火）

小画廊
熊谷知興作陶展　やきもののある暮らし　～ヤキモノハジメ～ 13（水）～19（火）

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521長沼貴美代　油絵展 20（水）～26（火）

ヨーロッパアンティーク名窯展 11/27（水）～12/3（火）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展「恋と革命に生きた女たち」
瀬戸内寂聴の評伝小説に登場する先駆的な女性（伊藤野枝など）10人を紹介する。

11/2（土）～12/15（日） 一般 ￥500
中高生 ￥200　小学生 ￥100

北九州市立文学館
093-571-1505

「恋と革命に生きた女たち」開会記念講話
企画展の解説講座。講師は竹内紀子さん（徳島県立文学書道館学芸員）

2（土） 11:00
　一般 ￥200
中高生 ￥100
  小学生 ￥50

「恋と革命に生きた女たち」文学講座
①平塚らいてうと「青鞜」②岡本かの子。講師は今川英子さん（北九州市立文学館館長）

9（土） 13:30
※要申込30（土）

矢野寛治さん講演会「伊藤野枝の影と光」
テレビでも活躍の矢野寛治さんが、親戚にあたる伊藤野枝について講演する。

23（土・祝） 13:30
※要申込

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
１階歴史
ゾーン

三城物語　～中津城から小倉城、そして熊本城へ細川家の軌跡～
小倉城を築城した細川家にスポットをあて、所蔵品他、紹介展示

～3/30（日） 　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093-561-1210
４階市民の
大広間

第10回つまようじ全国名城展
つまようじで作った全国の有名城、他150点を展示

～12/1（日）

天守閣前
広場

第42回　小倉城菊花展
菊作りの匠が手塩にかけて育てた作品1000鉢を展示

11/1（金）～11/17（日） 無　料

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール
水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」 6（水） 14:00 無　料 水環境館

093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」 20（水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

小倉南区文化祭　歌謡の会 3（日・祝） 10:00 無　料 小倉南区文化連盟歌謡の会事務局
093-471-9638（黒宮）

小倉南区文化祭　音楽会 17（日） 11:00 無　料 小倉南音楽連盟
080-4287-9652

小倉南区文化祭　民謡大会 23（土・祝） 9:30 無　料 小倉南民謡協会
093-963-1011（大楠）

第14回吟詠剣詩舞道大会 24（日） 13:00 無　料 吟詠剣詩舞道連盟　青嵐
090-9729-6944（岡本）

展示
コーナー 第12回九州刻字展

12（火）～17（日）
9:00～17:00

※12（火）は13:00から、
　17（日）は15:00まで

無　料 九州刻字研究会
093-961-3491（赤星）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小ホール 若松区文化祭　華道展 1（金）～7（木） 9:00 無　料
若松区文化協会
093-761-5321大ホール

若松区文化祭　筑前琵琶の会 17（日） 13:00 無　料

若松区文化祭　日本舞踊の会 24（日） 12:00 ¥2,000 

12
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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

秋の特別展　「邪馬台国が見える！古代日本の原風景」
弥生時代以降古代国家成立までの過程を、九州とヤマトの遺跡を対比し、その実態を検証します。

～4（月・祝） 9:00
大人 ￥700　高・大生 ￥400

小・中生 ￥300
※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

いのちのたび博物館
093-681-1011

秋の特別展関連イベント　「古代の火おこし体験」
まいぎり式による古代の火おこしを実際に体験することができます。

2（土） ①11:00
②14:00 ※要特別展入場料

歴史ぽけっと企画展　「北九州街道物語２　黒崎宿」
長崎街道の宿場として栄えた黒崎に伝わる文化財を紹介し、黒崎宿の歴史と役割を明らかにします。

11/2（土）～
1/13（月・祝） 9:00 ※要常設展観覧料

歴史ぽけっと企画展　「さぐってみよう　昔のくらし」
明治から昭和時代にいたるくらしと変化について、着物やさまざまな道具を中心に紹介します。

11/2（土）～
3/31（月） 9:00 ※要常設展観覧料

いのたび自然塾　「どんぐりまつり！食べよう遊ぼう」
どんぐりについて学び、どんぐりクッキーや木の実を使った工作をします。※要申込

3（日・祝） 13:00 ¥50

恐竜学講座・その２
恐竜をテーマに脊椎動物進化や大陸移動などの概念を解説します。※要申込

16（土） 13:30 無　料

「けもの」の毛と骨の観察
いろいろな「けもの」（哺乳類）の毛を実体顕微鏡で観察します。また、頭の骨もくらべてみます。※要申込

17（日） 13:00 無　料

ｼﾞｵ･ﾂｱ「ー学芸員とめぐる北九州周辺の化石産地と代表的地層！」
北九州市内を代表する化石の産地、地層をめぐります。※要申込

23（土・祝） 9:00 　　 大人 ￥3,000
小・中学生 ￥1,000

（入館は閉館30分前まで）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

“美術放談” －市民美術大学 美術講座（後期）－
東京国立近代美術館　副館長　松本 透とCCAディレクターとの対談

2（土） 15:00 ¥500 
※要事前申込 現代美術センターCCA北九州

093-663-1615“美術放談” －市民美術大学 美術講座（後期）－
神奈川県立近代美術館　館長　水沢 勉とCCAディレクターとの対談

9（土） 15:00 ¥500 
※要事前申込

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギャラリー
「こころの花」　書・作品展
小学2年生から90才までの14名による書道展

10/31（木）～11/4（月・振）
※4（月）は16:00まで 無　料 旧百三十銀行ギャラリー

093-661-9130家族の手仕事　あしあと展
古布創作展　時代をこえて愛される懐かしくて、優しくて。　そんな作品展。

22（金）～24（日）
※24（日）は16:00まで 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会議室 サイエンスショー　「力に関する実験アラカルト」 3（日・祝） 14:30 無　料
児童文化科学館
093-671-4566プラネタリウム

屋上
星の観望の夕べ
プラネタリウム観望後、秋の星空を望遠鏡で観察します。
※中学生以下は保護者同伴　10/26（土）から電話受付

9（土） 19:00～
20:30

 大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

八幡西区・東区秋季総合文化祭　筝・三絃・尺八による秋の祭典 3（日・祝） 12:00 無　料 八幡東西三曲協会
093-617-2249（眞鍋）

第60回　八幡東西区中学校連合音楽会 7（木） 13:00 無　料 北九州市立黒崎中学校
093-641-0576（高木）

北九州交響吹奏楽団　第52回定期演奏会 10（日） 15:00 ¥800
（当日￥200増）　高校生以下無料

北九州交響吹奏楽団
090-3416-4181（杉名）

丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ発表会　vol.13 17（日） 14:00 ¥1,500
（当日￥500増）

丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ
093-621-5531（丸岡）

（公財）日本民謡協会　民謡民舞福岡県北部連合大会 24（日） 9:30 無　料
（公財）日本民謡協会
福岡県北部連合委員会
093-602-4135（楠見）

第16回　カラオケ浪漫倶楽部歌謡祭
ゲスト　水田竜子・花咲ゆき美・三田りょう・山本和恵

29（金） 9:45 ¥1,000 矢野楽器店
093-631-3331

美術展示室

第48回　八幡美術公募展
洋画・日本画・染色・版画　約160点

3（日・祝）～10（日）
10:00～17:00※10日16:00迄 無　料 八幡東・西文化連盟

093-612-2152（寺﨑）
北九州美術家連盟　秋の合同小品展
洋画・水彩画・版画　他　約200点

17（日）～23（土・祝）
10:00～17:00※23日16:00迄 無　料 北九州美術家連盟

093-651-6206（古川）
第6回　クラブ合同写真展
写真　約50点

25（月）～30（土）
10:00～17:00※25日12:00～ 無　料 090-3419-7160（野中）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 第52回企画展「福岡城と筑前城郭展」
福岡城のジオラマや筑前の城郭を再現したジオラマを展示予定

2（土）～12/1（日） 大人 ￥200
高校生 ￥100　小中生 ￥50

長崎街道木屋瀬宿記念館
093-619-1149

11 かるかる  2013.November
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イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

瀬戸口真　作陶展 10/29（火）～11/3（日・祝）

無　料 093-643-5268
版画特選会 5（火）～10（日）
谷口靖　絵画展　～海の休日～ 12（火）～17（日）
鍋島緞通展（仮） 19（火）～25（月）
Stained Glass 逆瀬川京子 11/26（火）～12/1（日）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座
人権コンサートinこやのせ 2（土） 14:00 無　料 木屋瀬地域交流センター

093-617-7980

ROPフェス 24（日） 13:30 ￥500 ROPミュージック
090-6770-0123

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

シルバー書、水墨画同好会の作品展　書・水墨画 10/28（月）～11/3（日・祝）

無　料

作勝会（木本）
グループ創 秀作展　洋画・水彩画 27点 10/28（月）～11/3（日・祝） グループ創（吉田）
自然染めとシルクの服展　染色 4（月･振）～7（木） アトリエ サラサ（星野）
雅流會八幡ペン書道会第37回ペン字展覧会　書 約80点 5（火）～10（日） 雅流會 八幡ペン書道会（守田）
八幡西華道連盟文化祭　いけばな 約30点 9（土）～10（日） 八幡西華道連盟（西村）
アトリエ游絵画展　洋画 約40点 11（月）～17（日） アトリエ游同好会（荒木）
波多野絵画教室作品展　洋画・水彩画 約50点 11（月）～17（日） 波多野絵画教室（久我）
写真と書と額装のコラボ展　工芸・書・写真・屏風など 約75点 19（火）～24（日） 新尾 昇
心・いけばな展　いけばな 50点 26（火）・27（水） いけばな白嶺会（井上）
第33回二科会写真部九州・沖縄地区公募展　写真 140点 11/26（火）～12/1（日） （社）二科会写真部 福岡支部（中野）
みんなの書作展　書 11/28（木）～12/1（日） 楠元 史峯

●電話／093-644-5206
（入館は閉館30分前まで）

3-15-3 コムシティ3F ●電話●電話／09／093 63 64444 520520663 13 15 35 3 ムコムシテシテ 3F3F

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

ひとみらい交流ウィーク　プレイス交流祭・まちなか交流祭
コムシティ全館でプレイス交流祭、またコムシティと曲里の八幡西図書館等を結び
まちなか交流祭を開催します。

プレイス　6（水）～12（火）
まちなか　9（土）・10（日） 無　料 北九州ひとみらいプレイス事務局

093-641-9360（松浦）

●アクセス／JR：「黒崎駅」徒歩1分　車：「黒崎IC」約6分
●住所／八幡西区黒崎3-15-3　●電話／093-641-9360　●開館時間／9:00～22:00　●休館日／年末年始八幡西生涯学習センター ●住所●住所／八幡／八幡西区黒西区黒崎3崎3 1515 3 ●3 ●電話／電話／093093 64641 91 9360360 ●開●開館時間館時間／9／9 0000 2222 0000 ●休館●休館日／年日／年末年始末年始八八幡幡西生生涯学学習セ タ

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

アンデルセンと、寺山修司と、劇団四季のミュージカル！
「はだかの王様」 2（土） 16:00

　　　Ｓ席大人 ￥5,000
Ｓ席小学生以下 ￥3,000
　　　Ａ席大人 ￥3,000
Ａ席小学生以下 ￥2,000

劇団四季 福岡オフィス
092-482-2013

アンサンブルリーベ第１回定期演奏会 3（日・祝） 15:00 　　 一般 ¥1,000
高校生以下 ￥500

アンサンブルリーベ事務局
090-9486-4405（舟木）

日本舞踊への誘い
「五耀會in黒崎」 10（日） 13:00

　　　一般 ￥5,000
　　友の会 ￥4,500
大学生以下 ￥4,000

黒崎ひびしんホール
093-621-4566

平成25年度 福岡県立折尾高等学校 芸術観賞会
九州交響楽団演奏会 14（木） 13：30 関係者のみ 福岡県立折尾高等学校

093-691-3561

北九州市制50周年記念 第39回「将棋の日」in北九州 17（日） 13：00 無　料
※要申込

（公財）西日本産業貿易コンベンション協会
093-541-5931

第13回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭
合唱フェスティバル、記念講演 講師：野口健氏（アルピニスト）

24（日） 10:30 無　料 福岡県ねんりんスポーツ・文化祭実行委員会
092-584-3377

中ホール

フォレスティーナコンサート
主宰：森岡謙一

2（土） 14:00 無　料 フォレスティーナ
093-592-3438（白川）

第15回　ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 3（日・祝） 10:00
（予定）

一般 ¥1,000
　学生 ¥500

ｼｮパﾝ国際ピｱﾉｺﾝｸｰﾙinASIA北九州事務局
093-981-8520（熊本）

第1回北九州市民文化功労賞　表彰式 5（火） 13:30 関係者のみ 市民文化スポーツ局文化政策課
093-582-2391

MASAHIRO NAKAGAWA TRIO JAZZ LIVE 7（木） 19:30 ￥3,500
（当日￥500増）

夢の実現コンサート実行委員会
093-591-1184

津山美紀ピアノリサイタル~アンサンブルの夕べ~ 15（金） 19:00 一般 ¥2,500　学生 ￥1,000 090-9656-6823（津山）
第13回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭
やなせたかしシアター　ほか

24（日） 10:30 無　料 福岡県ねんりんスポーツ・文化祭実行委員会
092-584-3377

第22回 ピアチェヴォーレ コンサート
やさしく……楽しく……愛らしく……

30（土） 18：30 ¥1,000 ピアチェヴォーレ
080-3909-6112（高尾）
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会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
コレクション
展示室 1～ 2

コレクション展Ⅲ～この素晴らしき彫刻の世界
彫刻を中心に約40点

～1/13（月･祝） 一般 ￥150
高大生 ￥100　小中生 ￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

B1F 講堂 （コレクション展Ⅲ関連イベント）学芸員によるスライド･トーク
学芸員による作品解説

16（土） 14：00 無　料

企画展示室
１～２・市民ギャラリー

第69回 県展
日本画・彫刻・書・洋画・工芸・写真・デザイン各部門の展示

10/29（火）～11/4（月・振） 一般 ￥300
高大生 ￥200　小中生 ￥100

各会場 （県展関連イベント） 合評会
各部門の講師による講評

2（土） 13:00 無　料
（ただし観覧券は必要）

市民ギャラリー

白の會展
水彩画 墨彩画 パステル画、布絵等 約100点

6（水）～10（日） 無　料 白の會
093-321-3651（岡部）

戸畑区美術展
絵画、彫刻、工芸、デザイン、写真など 150点

12（火）～17（日） 無　料 戸畑美術協会
093-881-5867（高戸）

第41回北九州平和美術展
洋画、日本画、彫刻、工芸、書、写真など 100点

19（火）～24（日） 無　料 第41回北九州平和美術展実行委員会
093-652-6719（松永）

第30回九州制作会議
平面および立体作品 40点

11/26（火）～12/1（日） 無　料 九州制作会議
093-691-6494（松尾）

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市民ギャラリー

戸畑区文化祭　合同いけばな展　各流派のいけばなの展示 2（土） 9:30～17:00 無　料 戸畑区役所コミュニティ支援課
093-871-1501（内線642多田）3（日・祝） 9:30～16:00

一枝墨遊会作品展　会員の作品展
6（水） 13:00～17:00

無　料 一枝墨遊会
093-931-2127（溝上）7（木）8（金）9（土） 10:00～17:00

10（日） 10:00～15:00

戸畑光影会会員展　会員の写真作品の展示 20（水）～23（土） 10:00～17:00 無　料 戸畑光影会
093-652-0593（荒木）24（日） 10:00～16:00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

平成25年度 戸畑区文化祭 戸畑区民音楽祭 クラシックコンサート
地域で活動している幅広い年代の方の出演とプロのクラリネット・ピアノの演奏

2（土） 14:00 無　料 戸畑区文化団体連合会
093-881-0255（山廣）

平成25年度 戸畑区文化祭 第64回戸畑区吟詠剣詩舞大会 3（日・祝） 9:30 無　料 戸畑区文化団体連合会
093-882-2909（北島）

戸畑区 中学校連合音楽会 7（木） 13:30 無　料 北九州市教育委員会
093-881-2227（中原中･亀井）

映画「じんじん」上映会 15（金）
14:30 　一般 ￥1,000

（当日￥500増）
小中高生 ￥800

北九州じんじん上映実行委員会
090-9602-0953（鍬塚）18:30

文化講演会
「伝統芸能・落語に学ぶ」～言葉によって創造する力を育てる～　春風亭一之輔師匠による落語会

16（土） 14:00 無　料 一般財団法人北九州市教職員互助会
093-941-5897（中山）

高橋竹童　津軽三味線
津軽じょんがら節（旧節・新節）、風の盆　ほか

17（日） 14:00 ¥3,800 北九州労音
093-571-0227（松前）

産業医科大学混声合唱団メデュトピア・コール　第31回　定期演奏会
1st:にじ色の魚 ほか３曲、2st:Jﾎﾟｯﾌﾟ曲4曲、3st:「こころの色」より5曲

23（土・祝） 18:30 無　料 産業医科大学混声合唱団ﾒﾃﾞｭﾄﾋﾟｱ・ｺｰﾙ
080-1716-3075（吉松）

北九州演奏家グループ「虹の会」第51回定期演奏会
オペラ　アリア　ヴェルディ：「運命の力」より、ピアノソロ　ショパン作曲ワルツ、ピアノ連弾「威風堂々」

24（日） 14:30 一人券 ￥1,500
二人券 ￥2,000

北九州演奏家グループ「虹の会」
093-691-9568（田村）

中ホール

ピアノ（吉岡律子）とヴァイオリン（池東三）のデュオリサイタル
【曲目】ブラームス：ヴァイオリンソナタOp.78「雨の歌」、フランク：ヴァイオリンソナタ　ほか

8（金） 19:00 一般 ￥2,000
（当日￥500増）

吉岡ピアノ調律所
093-391-2124（吉岡）

らっぱ倶楽部 第3回チャリティーコンサート 9（土） 18:30 ¥1,000 らっぱ倶楽部
090-1925-3967（河辺）

北川美晃・垣坂純代　ピアノデュオ（連弾）コンサート
世界の名曲を１台のピアノで　【曲目】「眠れる森の美女」、「美しく青きドナウ」　ほか

10（日）

①10:30
（未就学児入場可）

①　　一般 ￥1,000
　　小中学生 ￥300

（未就学児無料）
②　　一般 ￥2,500
　小中学生 ￥1,000

（全席自由）

株式会社RSY
0561-76-3591（北川）②15:30

（未就学児入場不可）

田中 美千子ピアノリサイタル
【曲目】イギリス組曲第6番ニ短調 BWV811、クライスレリアーナ 作品16 ほか

11（月） 19:00 　　　一般 ￥2,000
高校生以下 ￥1,000

北九州楽友協会
093-622-1900（福島）

ブリアウンブラス九州　第1回九州ツアー北九州公演 13（水） 19:00 　　　一般 ￥2,500
高校生以下 ￥1,500

マイナーズエンターテイメント
090-4676-5043（山口）

池田慎司＆レオナルドブラーボ　ギターデュオリサイタル 14（木） 19:00
一般 ￥2,500
学生 ￥1,500
（当日￥500増）

K・I企画
093-922-3857（池田）

北九州市制50周年記念
スペシャルウェルカムコンサート
音を味わう～クラシック名曲セレクション～

15（金） 18:30
一般 ￥1,200
（当日￥300増）
高校生 ￥600
（当日￥200増）

ウェルとばた総合案内
093-871-7200

ピアノ演奏会 23（土・祝） 15:00 ¥1,500 Stella
090-3196-3211（川﨑）

交流プラザ ウェルカムコンサート
心に響くギターの音色 演奏：若菜潤一郎（北九州市在住）

14（木） 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内
093-871-7200

9 かるかる  2013.November
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売
の
み
）。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所

「
外
尾
悦
郎 
講
演
会

 

〜
ガ
ウ
デ
ィ
が
見
て
い
た
未
来
〜
」

11
月
11
日
（
月
）
午
後
６
時
開
始
、

門
司
港
ホ
テ
ル
（
門
司
区
港
町
）。

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
サ
グ
ラ

ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
て
主
任
彫
刻
家

を
務
め
る
外
尾
悦
郎
氏
が
、
同
研
究

所
特
別
講
師
に
就
任
し
た
事
を
記
念

し
て
の
講
演
会
。
参
加
費
、
無
料
。

電
話
に
て
要
申
込
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
広
報
係

０
９
３
（
３
２
２
）
１
２
３
５

■
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

「
第
７
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ　

in　

若
松
」

12
月
15
日
（
日
）
午
後
０
時
45
分
開

場
、
同
１
時
30
分
開
演
、
北
九
州
市

立
若
松
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
若
松

区
本
町
）。
ア
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ

ウ
ン
ズ
・
フ
ェ
ロ
ー
、
北
九
州
市
民

吹
奏
楽
団
、
北
九
州
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
吹
奏
楽
団
、
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
・
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
、

若
松
区
の
中
学
校
・
高
等
学
校
合
同

合
唱
団
が
出
演
。
入
場
料
、
一
般
５

０
０
円
、
学
生
（
高
校
生
以
下
）
５

０
０
円
。（
一
般
の
み
当
日
２
０
０

円
増
）。

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

C
ulC
ul（

か
る
か
る
）

郵
送
の
ご
案
内

　

あ
ら
か
じ
め
郵
便
切
手
を
お
送
り

い
た
だ
い
た
方
は
、
ご
自
宅
に
郵
送

い
た
し
ま
す
。
郵
送
先
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
ご
希
望
回
数
分
の
切
手

を
添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
三
つ
折
り
定
型
郵
便
物
で
の
郵

送　

一
回
90
円

Ｂ
．
定
型
外
郵
便
物
で
の
郵
送
（
折

り
な
し
）　

一
回　

１
４
０
円

12
月
号
か
ら
平
成
26
年
３
月
号
ま
で

の
４
回
を
上
限
と
し
ま
す
。
Ａ
か
Ｂ

い
ず
れ
か
と
回
数
を
明
記
し
て
下
さ

い
。
切
手
到
着
後
の
郵
送
と
な
り
ま

す
。

〒
８
０
５-

０
０
１
９　

八
幡
東
区

中
央
二
丁
目
１
の
１
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ザ
７
Ｆ 

C
ulC
ul

郵
送
係
ま
で

北
九
州
市
立
若
松
市
民
会
館

０
９
３
（
７
７
１
）
８
１
３
１

■（
公
財
）北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団

「
北
九
州
国
際
音
楽
祭
×
響
ホ
ー
ル

ク
リ
ス
マ
ス　
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

12
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
（
３
時
間
公
演
）、
北

九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平

野
）。
北
九
州
市
民
文
化
賞
・
奨
励

賞
受
賞
者
５
名
と
、
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

弦
楽
四
重
奏
団
が
出
演
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
「
２
台
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ

ナ
タ　

ニ
短
調
」、
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ

ハ
「
主
よ
人
の
望
み
の
喜
び
よ
」
ほ

か
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
３

５
０
０
円
、
Ｕ

－

25
は
２
０
０
０

円
、
ペ
ア
（
一
般
）
６
０
０
０
円
。

（
当
日
各
５
０
０
円
増
、
ペ
ア
は
前

CulCul の主な設置場所
市内ＪＲ駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、図
書館、市内体育施設、北九州空
港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

©YOSHI KATO

※
催
し
は
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
必
ず
各
問
合
せ
先
又
は
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

8

く
れ
ま
す
が
、北
九
州
に
は
ま
だ
…
。

せ
め
て
、
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
る

学
校
が
あ
れ
ば
、
頭
を
抱
え
ず
に
す

む
の
に
。
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い

る
事
は
、
と
て
も
健
康
的
で
前
向
き

な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
け
れ

ど
、
音
楽
で
頑
張
っ
て
い
る
と
何
だ

か
「
気
の
毒
に
」
み
た
い
な
イ
メ
ー

ジ
が
付
き
ま
と
い
ま
す
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
私
の
子
供
達
は
、
実
に

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
に
日
々
頑
張
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
ん
な
彼
ら
の
為
に
も

音
楽
高
校
、
ぜ
ひ
欲
し
い
の
で
す
。

音
楽
を
続
け
る
た
め
の
進
路
・
進
学

先
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強
は
、
優

秀
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
推
薦
入
学
な

ど
選
択
肢
も
広
が
り
ま
す
が
、
音
楽

で
は
同
様
に
秀
で
て
い
て
も
、
中
・

高
校
受
験
や
進
学
の
際
に
優
遇
し
て

く
れ
そ
う
な
学
校
が
見
当
た
ら
な

い
。
入
学
後
の
親
身
な
サ
ポ
ー
ト
も

あ
ま
り
望
め
ま
せ
ん
。
ピ
ア
ノ
は
と

に
か
く
膨
大
な
練
習
時
間
が
必
要

で
、
遠
方
ま
で
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
け

に
行
っ
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
に
行
っ
た

り
と
い
う
事
も
必
要
で
す
。
音
楽
高

校
で
は
そ
う
い
う
活
動
を
推
奨
し
て

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
決
定
！　

諸
々
の
問
題
は
あ

れ
ど
楽
し
み
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
練

習
方
法
や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、「
ピ
ア
ノ
と
同
じ
だ

な
あ
」
と
参
考
に
な
る
事
が
沢
山
あ

り
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
を
教
え
て
い
て
保
護
者
の

方
と
悩
む
の
が
〝
進
路
〞。
音
楽
の

道
に
進
む
か
ど
う
か
、で
は
な
く
て
、

音
楽
を
続
け
る
た
め
の
進
路
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図１　三郎丸遺跡出土ナイフ形石器（縮尺 1/5）

埋蔵文
化
財

hiroba 山　手　誠　治

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Seiji Yamate

写真１　城野・金山遺跡出土ナイフ形石器

側
縁
に
、
指
を
切
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
刃は
つ
ぶ潰

し
加
工
を
加
え
て

背
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
刃
潰
し

加
工
は
石
材
の
側
縁
に
、
先
端
を
尖

ら
せ
た
骨
や
角つ
の

を
垂
直
に
押
し
あ
て

て
、
小
さ
な
剝
離
調
整
を
行
い
ま

す
。
剝
離
跡
が
順
序
よ
く
規
則
的
に

並
ん
で
背
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

先
端
が
尖
っ
て
い
て
、
現
在
の
ナ
イ

フ
（
小
刀
）
と
同
じ
形
を
し
て
い
ま

す
。
肉
や
皮
を
突
い
た
り
、
切
っ
た

　
１
万
３
０
０
０
年
前
か
ら
３
万
５

０
０
０
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代
に

な
る
と
、
新
し
い
技
術
の
伝で
ん
ぱ播

に
よ
っ

て
、
小
型
で
定
型
化
し
た
剝は
く
へ
ん
せ
っ
き

片
石
器

が
誕
生
し
ま
す
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は

後
期
旧
石
器
時
代
の
中
で
、
普
遍
的

に
見
ら
れ
、
代
表
的
な
道
具
で
す
。

ま
た
地
方
色
が
強
く
現
れ
る
の
も
こ

の
石
器
の
特
徴
で
す
。
薄
く
剝
離
し

た
鋭
利
な
一
側そ
く
え
ん縁

を
刃
部
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
反
対
側
の
厚
み
の
あ
る

（
元も

と
い
し石

）
か
ら
横
長
の
剝
片
を
取
り

ま
す
。
こ
の
剝
片
は
、
翼
を
広
げ
た

鳥
を
前
か
ら
見
て
い
る
格
好
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
翼
状
剝
片
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
弧
を
描
く
鋭
利
な
側

縁
を
刃
部
と
し
て
、
一
側
縁
に
剝
離

調
整
を
加
え
て
背
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
石
器
は
瀬
戸
内
地
方
か

ら
近
畿
地
方
ま
で
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。
２
の
よ
う
な
石
器
を
作
る
に

は
、石
の
表
皮
を
丹
念
に
剝
ぎ
取
り
、

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
石
核

（
元
石
）
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
石
核
の
上
部
を
横
か
ら

打
ち
欠
い
て
平
坦
な
打
面
を
作
り
ま

す
。
打
面
に
上
か
ら
打
撃
を
加
え

て
、
細
長
い
柳
の
葉
の
よ
う
な
縦
長

の
剝
片
を
剝
ぎ
取
り
ま
す
。
内
湾
す

る
鋭
利
な
側
縁
を
刃
部
と
し
て
、
二

側
縁
に
剝
離
調
整
を
加
え
て
背
と
基

部
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
関
東
地
方

に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
ナ
イ
フ

形
石
器
に
は
、
機
能
を
追
求
し
た
結

果
産
ま
れ
た
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

丁
寧
に
剝
離
調
整
を
加
え
て
美
し
い

背
を
作
り
出
す
高
い
技
術
が
あ
り
ま

す
。
定
型
化
し
た
形
の
美
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
石
の
知
識
と
手
先
の
器
用

さ
、
高
い
技
術
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
な
ら
北
九
州
マ
イ
ス

タ
ー※

に
推お

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
石
器
の
魅
力
」

り
、
骨
や
木
を
削
っ
た
り
す
る
の
に

用
い
ま
す
。

　
石
材
の
違
い
に
よ
っ
て
、
同
じ
型

の
石
器
で
も
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。

写
真
は
九
州
で
よ
く
出
土
す
る
ナ
イ

フ
形
石
器
で
す
。
三
角
形
を
な
し
、

鋭
利
で
直
線
的
な
刃
部
、
二
側
縁
に

剝
離
調
整
を
加
え
て
下
端
部
が
尖
る

よ
う
に
基
部
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

石
材
は
黒
曜
石
と
水
晶
で
す
。
黒
曜

石
の
ナ
イ
フ
（
写
真
１
の
１
）
は
小

倉
南
区
城
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い

ま
す
。
黒
曜
石
は
佐
賀
県
伊
万
里
腰

岳
産
で
、
漆
黒
の
光
沢
の
あ
る
ガ
ラ

ス
質
の
石
で
す
。
水
晶
の
ナ
イ
フ

（
写
真
１
の
２
）
は
小
倉
南
区
横
代

金
山
遺
跡
で
出
土
し
ま
し
た
。
水
晶

は
ガ
ラ
ス
光
沢
の
あ
る
透
明
な
良
質

の
も
の
を
石
材
に
し
て
い
ま
す
。
小

倉
南
区
貫
の
水
晶
山
で
産
出
し
、
貫

川
や
長
野
川
で
採
集
で
き
ま
す
。

　
同
じ
石
材
で
も
剝
離
技
術
の
違
い

に
よ
っ
て
、
ナ
イ
フ
形
石
器
に
違
い

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
図
１
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
小
倉
北

区
三
郎
丸
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま

す
。
石
材
は
香
川
県
金
山
産
の
サ
ヌ

カ
イ
ト
を
用
い
て
い
ま
す
。
サ
ヌ
カ

イ
ト
は
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
の
こ
と
で

す
。
た
た
く
と
カ
ン
カ
ン
と
石
が
鳴

る
こ
と
か
ら
カ
ン
カ
ン
石
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
石
を
割
っ
た
時
は
深

い
黒
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
風
化
が

進
ん
で
く
る
と
表
面
が
灰
白
色
に
変

わ
っ
て
行
き
ま
す
。
１
の
よ
う
な
石

器
を
作
る
に
は
、
ま
ず
板
状
の
石せ
っ
か
く核

※
　
北
九
州
市
が
、
創
設
し
た
、「
モ
ノ
づ
く
り
」
に

関
わ
る
高
度
技
能
者
を
「
北
九
州
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
し
て
認
定
し
、
表
彰
す
る
制
度
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
1
月
号
で
す
】
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「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
展

 

10
月
26
日
（
土
）
〜
12
月
27
日
（
金
）

　

さ
て
、『
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
新

劇
場
版
』
シ
リ
ー
ズ
の
見
ど
こ
ろ
の

ひ
と
つ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
駆

使
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
す
。
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
の
見
栄
え
等
、
人

と
物
の
動
き
の
躍
動
感
に
大
き
く
関

与
し
て
い
ま
す
。
制
作
現
場
で
も
、

「
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
」
と
呼
ば
れ
る
、
多
角

的
に
動
き
を
検
証
し
つ
つ
、
絵
を
完

成
さ
せ
て
ゆ
く
手
法
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
制
作
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
い
つ
つ

も
、
作
画
に
あ
た
っ
て
の
人
間
の
目

と
手
の
重
要
性
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
デ
ジ
タ
ル
と
人
の
手
描
き
の
両

方
と
を
採
用
し
た
方
法
を
取
り
入
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
展
示
で

は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
制

作
方
法
を
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
も
含
め
て
、
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
総
長
数

十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
、
ゆ
る
や
か
に

曲
線
を
描
い
た
壁
に
制
作
工
程
の
資

料
を
ぎ
っ
し
り
展
示
し
ま
す
。「
レ

イ
ア
ウ
ト
」
や
「
原
画
」、「
動
画
」
と

呼
ば
れ
る
資
料
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
中

を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
と
、
最
後
の
部
屋

で
は
完
成
し
た
本
編
映
像
が
流
れ
ま

す
。
作
業
工
程
の
膨
大
さ
も
、
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
後
半
の
章
で
は
、
新
劇

場
版
シ
リ
ー
ズ
『
：
序
』『
：
破
』『
：

Ｑ
』
の
設
定
資
料
や
原
画
約
３
０
０

点
を
一
挙
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
設
定

資
料
と
は
、
登
場
人
物
が
着
用
す

る
「
プ
ラ
グ
ス
ー
ツ
」
や
私
服
、
表

情
を
決
め
た
り
、
背
景
や
小
物
な
ど

の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
把
握
し
た
り
す
る

た
め
の
も
の
。
最
新
作
『
：
Ｑ
』
で

登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
人
、

「
ア
ヤ
ナ
ミ
レ
イ
（
仮
称
）」
の
等
身

大
フ
ィ
ギ
ュ
ア
も
お
目
見
え
し
ま

す
。
鉛
筆
で
丁
寧
に
描
か
れ
た
美
し

い
生
原
画
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
奥
深
い
魅
力
を
持
っ
た

こ
の
ア
ニ
メ
に
迫
る
「
エ
ヴ
ァ
展
」

を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

漫画
hiroba柴　田　沙　良

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
ア
ニ
メ
シ

リ
ー
ズ
『
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
の

世
界
を
紐
解
く
、「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

オ
ン
展
」
の
紹
介
で
す
。
そ
も
そ
も

「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
と
は
劇
中

で
主
人
公
の
少
年
た
ち
が
乗
り
込
む

「
汎
用
ヒ
ト
型
決
戦
兵
器
」（
巨
大
ロ

ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
）
の
こ
と
で

す
。
こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
選
ば
れ
た

わ
ず
か
14
歳
の
少
年
少
女
た
ち
が
、

地
球
を
襲
う
謎
の
敵
「
使
徒
」
を
相

手
に
人
類
存
亡
を
か
け
て
戦
う
、
と

い
う
の
が
『
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』

シ
リ
ー
ズ
の
基
本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
の
姿
形
に
つ

い
て
は
、
公
式
の
サ
イ
ズ
が
は
っ
き

り
し
な
い
も
の
の
、
人
間
の
身
長
と

比
べ
て
は
る
か
に
巨
大
な
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
戸
畑
区

と
若
松
区
を
結
ぶ
若
戸
大
橋
は
全
長

が
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
。
海
面

か
ら
の
高
さ
は
42
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
を
見
て

い
く
と
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
は
若

戸
大
橋
を
も
し
か
す
る
と
ヒ
ョ
イ
と

飛
び
越
え
る
ほ
ど
の
体
格
の
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。

Sara Shibata

エヴァ疑似シン化第２形態（通称　光の巨人） ©カラー
イメージボード兼設定　決定稿

『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』より ©カラー

Information

【開催期間】10月26日（土）～12月27日（金）
【開館時間】※毎週火曜日（休日の場合はその翌日）休館
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【会場】北九州市漫画ミュージアム
【入館料】
一般 1,000円　中高生 500円　小学生 300円　小学生未満 無料
〈常設展とのセット券〉
一般 1,200円　中高生 600円　小学生 350円
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077
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し
た
チ
ラ
シ
の
完
成
度
の
高
さ
や
、

作
家
と
の
対
話
の
内
容
か
ら
判
断
す

る
に
、
彼
は
並
々
な
ら
ぬ
美
意
識
の

持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
ま
さ
に
「
痙

攣
的
」
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
と
な

る
と
、
こ
の
グ
ダ
グ
ダ
さ
加
減
は
作

家
の
意
図
に
よ
る
確
信
犯
的
な
「
挑

発
」
か
、
ま
た
は
確
固
た
る
「
開
き

直
り
」
だ
と
受
け
取
れ
ま
す
。

　
私
は
本
展
を
見
て
正
直
「
こ
れ

だ
っ
た
ら
自
分
の
方
が
上
手
く
作
れ

そ
う
だ
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
本
展
の

意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
才
能
あ
る
作

家
が
創
造
性
を
発
揮
し
て
完
全
な
る

美
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
観
客
が
有

難
く
享
受
す
る
と
い
う
お
決
ま
り
の

図
式
は
こ
こ
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
作
家
が
示
し
て
い
る
の
は
デ

ジ
タ
ル
作
品
を
見
せ
る
た
め
に
必
要

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

写真１：会場風景

写真２《Cramps》

写真３《STAND! ALONE!! 3》

写真４《STAND! ALONE!! 4》

「中川陽介展
 STAND! ALONE!!」より

な
電
力
を
自
ら
発
電
し
よ
う
と
い
う

意
志
と
挑
戦
し
続
け
る
過
程
で
す
。

そ
の
不
完
全
さ
や
非
効
率
さ
を
見
て

「
デ
タ
ラ
メ
だ
！
」
と
怒
っ
て
帰
る

人
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
作
家
の
姿

勢
に
共
鳴
し
、そ
の
不
完
全
さ
に
却
っ

て
創
造
意
欲
を
刺
激
さ
れ
る
人
も
必

ず
い
る
で
し
ょ
う
。

　
完
全
無
欠
な
作
品
も
良
い
で
す
が
、

観
客
が
思
わ
ず
「
お
い
！
」
と
ツ
ッ

コ
ミ
た
く
な
る
よ
う
な
ボ
ケ
ま
く
り

の
展
示
も
ま
た
、
観
客
の
主
体
性
を

刺
激
す
る
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に

創
造
的
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
私
は
本
展
を
見
て
メ
デ
ィ
ア
・

ア
ー
ト
の
第
一
人
者
ナ
ム
・
ジ
ュ

ン
・
パ
イ
ク
が
残
し
た
次
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
星
を
指
差
す
存

在
。
指
で
あ
っ
て
星
で
は
な
い
」。

が
、《C

RA
M
PS

》
は
目
に
刺
さ
っ

て
き
そ
う
な
ト
ゲ
ト
ゲ
し
い
画
像
で

ま
さ
に
私
を
シ
ビ
レ
さ
せ
ま
す
。

　
一
方
、
た
だ
の
材
料
や
道
具
に
見

え
て
い
た
も
の
を
改
め
て
見
る
と
、

作
品
名
と
説
明
文
が
貼
ら
れ
て
あ

り
、《ST

A
N
D
! A
LO
N
E!!

》
シ

リ
ー
ズ
５
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
過

程
や
結
果
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
や
ら
作
家
自
ら
の
手
作
り
装
置
で

発
電
を
試
み
て
い
る
の
で
す
が
（
写

真
３
、
４
）、
説
明
文
に
は
「
上
手
く

回
ら
な
い
」「
失
敗
し
た
」「
無
理
」

「
困
っ
た
」
等
々
、
頼
り
な
い
言
葉

が
並
び
、
私
は
最
初
、
そ
の
グ
ダ
グ

ダ
さ
加
減
に
本
当
に
面
食
ら
い
ま
し

た
。
一
般
に
は
発
電
装
置
は
芸
術
で

な
く
科
学
の
領
域
で
し
ょ
う
し
、
さ

ら
に
装
置
と
し
て
の
完
成
度
も
デ
タ

ラ
メ
に
低
い
。

　
し
か
し
、
作
家
が
自
ら
デ
ザ
イ
ン

　
元
銭
湯
を
再
利
用
し
た
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
「
八
万
湯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
八
幡
東
区
祇
園
）
に
て
美
術
家
・

中
川
陽
介
「STA

N
D
! A
LO
N
E!!

」

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
２
０
１
３

年
８
月
）。

　
展
示
を
見
る
と
部
屋
に
は
材
料
や

道
具
が
転
が
り
、
私
は
ま
だ
作
業
中

で
未
完
成
な
の
か
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
（
写
真
１
）。
そ
の
中
で
作

品
を
探
す
と
部
屋
の
隅
に
そ
れ
ら
し

い
も
の
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
処
理
さ
れ
た
風
景
写
真
と
映
像

で
、
い
か
に
も
ア
ー
ト
っ
ぽ
い
佇
ま

い
（
写
真
２
）。
こ
の
作
品
名
の

《C
RA
M
PS

》
は
痙け

い
れ
ん攣

と
い
う
意
味

で
す
が
、
私
は
職
業
柄
、
美
術
史
上

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
「
美
は
痙
攣

的
」
と
い
う
語
を
思
い
出
し
ま
す
。

日
本
語
で
俗
に
い
う
「
シ
ビ
レ
る
」

と
い
う
感
覚
に
近
い
と
思
い
ま
す
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見
え
ま
す
。
ほ
か
に
も
「
義
経
千
本

桜
」
由
来
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
持
つ

男
が
い
た
り
、「
牡
丹
燈
籠
の
お
露
」

が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
江
戸
っ
子

た
ち
の
話
題
を
攫さ
ら

う
芝
居
は
「
皐

さ
つ
き
ま
つ需

曾そ
が
の
た
ち
ば
な

我
橘
」。
清
張
は
演
劇
や
古
典
芸

能
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
こ
ろ
父
に

連
れ
ら
れ
芝
居
小
屋
に
行
っ
た
と

か
、
青
年
期
に
戯
曲
を
読
ん
だ
と
い

う
程
度
で
多
く
を
語
っ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
実
は
深
い
造
詣
を
持
つ
こ
と

が
窺う
か
がえ

ま
す
。

　
松
本
清
張
記
念
館
で
は
古
地
図
や

「
武
鑑
」
な
ど
清
張
旧
蔵
の
歴
史
資

料
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

清
張
は
豊
富
な
史
料
を
読
み
込
み
、

血
肉
と
し
た
う
え
で
時
代
小
説
を
執

筆
し
ま
し
た
。『
彩
色
江
戸
切
絵
図
』

は
一
年
に
わ
た
っ
て
月
刊
誌
に
連
載

さ
れ
ま
し
た
が
、
掲
載
と
歩
み
を
共

に
す
る
よ
う
に
作
中
の
季
節
も
移
ろ

い
ま
す
。
東
京
育
ち
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
吉
野
源
三
郎
も
こ
の
作
品
で

〈
初は
つ
う
ま午

の
小
豆
粥
〉
と
い
う
江
戸
の

習
慣
を
知
っ
た
と
い
う
ほ
ど
。
端
々

に
織
り
込
ま
れ
た
文
化
は
私
た
ち
に

江
戸
情
緒
を
伝
え
、
時
宜
を
得
た
年

中
行
事
や
習
慣
は
物
語
に
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
与
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
六
編
の
最
後
の
『
女
義

太
夫
』
に
は
ま
た
少
し
異
な
る
面
白

さ
が
あ
り
ま
す
。
と
き
は
水
野
忠
邦

に
よ
る
改
革
が
一
段
落
し
芸
事
の
灯

が
戻
り
は
じ
め
た
天
保
末
期
。
人
気

と
美
貌
を
誇
る
女
義
太
夫
語
り
・
巴

之
助
は
、
親
子
ほ
ど
年
の
違
う
男
と

数
年
越
し
の
仲
で
し
た
が
、
若
い
与

吉
に
心
を
移
し
て
し
ま
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
巴
之
助
の
耳
に
、
与
吉
と
別

の
義
太
夫
語
り
・
秀
勇
と
の
新
た
な
噂

が
入
り
ま
す
。
三
角
関
係
の
果
て
の
終

章
を
、
清
張
は
「
秀
勇
の
家
も
、
巴
之

助
の
家
も
、
不
忍
池
の
雁
の
通
る
道
筋

に
当
っ
て
い
た
」
と
結
び
ま
す
。

　〈
不
忍
池
〉
と
〈
雁
〉
と
い
え
ば
、

連
想
さ
れ
る
の
は
森
鷗
外
の
『
雁
』。

『
雁
』
は
ヒ
ロ
イ
ン
お
玉
が
、
や
は

り
年
の
離
れ
た
末
造
の
愛
人
の
身
に

し
て
若
い
学
生
・
岡
田
に
心
惹
か
れ

て
し
ま
う
と
い
う
物
語
。
彼
女
の
家

は
ま
さ
に
不
忍
池
の
そ
ば
。
お
玉
の

下
働
き
の
女
は
お
梅
と
い
い
ま
す

が
、
巴
之
助
の
下
働
き
の
女
も
同
じ

名
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
末
造
と

過
ご
し
な
が
ら
も
岡
田
を
想
う
お
玉

の
心
の
動
き
を
、
巴
之
助
も
ま
た
な

ぞ
る
の
で
す
。

　
若
い
頃
か
ら
鷗
外
を
愛
読
し
最
晩

年
ま
で
尊
敬
と
関
心
を
持
ち
続
け
た

清
張
の
、
本
歌
取
り※
１

の
よ
う
な
オ

マ
ー
ジ
ュ※
２

が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

清
張
が
潜
ま
せ
た
点
と
線
を
手
繰
り

な
が
ら
の
読
書
も
一
興
で
す
。

「武鑑」

『彩色江戸切絵図』（講談社文庫）表紙

清
張
作
品
再
読
『
彩
色
江
戸
切
絵
図
』

　『
彩
色
江
戸
切
絵
図
』
は
、
江
戸

の
街
を
舞
台
に
し
た
六
つ
の
短
編
作

品
集
で
す
。

　
最
初
の
物
語
は『
大
黒
屋
』。作
中
、

姿
を
隠
し
た
女
を
探
す
留
五
郎
の
含

み
を
持
た
せ
た
セ
リ
フ
「
本
郷
は
八

百
屋
お
七
だ
か
ら
違
う
な
ア
」
に
、

問
わ
れ
た
常
右
衛
門
は
顔
色
を
変
え

ま
す
。

　
な
ぜ
留
五
郎
は
わ
ざ
わ
ざ
「
八
百

屋
お
七
」に
触
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
常
右
衛
門
は
本
郷
に
、
加
賀
と

繋
が
る
大
き
な
秘
密
を
抱
え
て
い
ま

す
。〈
お
七
の
八
百
屋
〉
は
そ
の
本

郷
に
あ
っ
て
し
か
も
加
賀
と
ゆ
か
り

が
深
い
、つ
ま
り
留
五
郎
は
〈
お
七
〉

を
匂
わ
せ
言
外
に
常
右
衛
門
を
脅
し

て
い
る
の
で
す
。
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃

で
名
高
い「
八
百
屋
お
七
」の
ス
ト
ー

リ
ー
を
知
る
読
者
に
だ
け
ピ
ン
と
く

る
仕
掛
け
を
清
張
は
施
し
て
い
ま

す
。
常
右
衛
門
の
秘
密
、清
張
が〈
お

七
〉
に
込
め
た
謎
と
は
何
か
ま
で
は

本
稿
で
は
申
し
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
『
彩

色
江
戸
切
絵
図
』
を
読
ん
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
清
張
は
、
歌
舞

伎
や
落
語
な
ど
古
典
芸
能
の
片
鱗
を

作
品
の
あ
ち
こ
ち
に
散
り
ば
め
て
い

ま
す
。『
彩
色
江
戸
切
絵
図
』に
限
っ

て
も
、
二
話
目
の
『
大
山
詣
で
』
に

は
落
語
の
「
大
山
詣
り
」
が
透
け
て

文芸
hiroba 小　野　芳　美

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Yoshimi Ono

清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3
093(582)2761
【観覧料】
一般　　　500円 （団体・年長者利用証：400円） 
中・高生　300円 （団体：240円） 
小学生　　200円 （団体：160円） 
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで) 
【休館日】
年末 （12月29日～12月31日) 

Information
※
１
　
有
名
な
古
歌
（
本
歌
）
の
一
句
も
し
く
は
二
句

を
自
作
に
取
り
入
れ
て
作
歌
を
行
う
方
法
。

※
２
　
尊
敬
。
敬
意
。
ま
た
、
献
辞
。
賛
辞
。
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き
な
い
の
で
、
夜
公
演
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
演
劇
祭
参
加
作
品
も
短
め

の
、
舞
台
装
置
や
照
明
な
ど
が
シ
ン

プ
ル
な
も
の
が
多
い
。
そ
れ
が
逆
に

そ
の
年
年
の
テ
ー
マ
で
一
つ
に
ま
と

め
ら
れ
た
オ
ム
ニ
バ
ス
作
品
の
一
場

面
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
か
ら

不
思
議
だ
。

　
テ
ー
マ
そ
の
も
の
も
、
こ
の
４
年

間
を
通
じ
て
「
人
間
が
こ
の
世
界
で

生
き
て
い
る
限
り
対
峙
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
何
か
」
と
い
っ
た
も
の
に

関
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
だ
。

　
２
０
１
０
年
は
、「
海
」「
平
和
」

「
こ
ど
も
（
引
き
継
が
れ
る
い
の

ち
）」、
２
０
１
１
年
は
「
１
０
０
年

た
て
ば
そ
の
意
味
わ
か
る
」、
２
０

１
２
年
は
「
手
渡
す
」。
そ
し
て
、

今
年
、
２
０
１
３
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「

－

憤
る

－

む
づ
か
る
よ
う
に
、

い
き
ど
ほ
る
」
で
あ
る
。

　
今
年
の
上
演
作
品
は
４
作
品
。

　
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
ト
ッ
プ
を
飾
る

の
は
、「
琵
琶
デ
ュ
オ
」
に
よ
る
説

教
節
『
み
な
ま
た
　
海
の
こ
え
』

（
原
作
：
石
牟
礼
道
子
／
11
月
16

日
・
17
日
）。
水
俣
病
を
題
材
と
し
、

そ
れ
を
通
し
て
〝
人
の
在
り
方
〞
を

描
い
た
「
苦
海
浄
土
」
で
知
ら
れ
る

石
牟
礼
道
子
の
絵
本
を
琵
琶
の
弾
き

語
り
で
上
演
す
る
作
品
。

　
２
作
品
目
は
『
お
こ
り
じ
ぞ
う
』

（
原
作
：
山
口
勇
子
／
11
月
23
日
）

だ
。
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
、
人
々
か
ら
笑
い
地
蔵
と
呼
ば
れ

愛
さ
れ
て
い
た
お
地
蔵
さ
ん
と
一
人

い
、
と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
だ

が
、
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
し
た
洒
落
に

思
え
る
ほ
ど
、
一
人
の
人
間
に
迫
力

持
っ
て
迫
る
作
品
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
「
憤
る
」
と
い
う

と
も
す
れ
ば
負
の
力
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
海
峡
演
劇
祭

実
行
委
員
会
の
覚
悟
に
は
頭
が
下
が

る
。
耳
あ
た
り
の
良
い
、
誰
の
心
に

も
爪
を
た
て
な
い
作
品
よ
り
も
、
世

界
に
対
し
て
何
か
を
叫
ん
で
い
る
作

品
を
、
と
い
う
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。

　
一
カ
月
間
、
毎
週
末
門
司
港
に

通
っ
て
、
違
う
カ
ン
パ
ニ
ー
が
違
う

テ
イ
ス
ト
で
紡
い
で
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ど
こ
か
共
通
し
た
「
叫

び
」
を
持
っ
た
作
品
群
を
味
わ
う
の

も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

の
少
女
の
出
会
い
を
描
い
た
絵
本

を
、
広
島
在
住
の
身
体
表
現
者
、
大

槻
オ
サ
ム
と
、
北
九
州
の
尺
八
奏

者
、
山
崎
箜こ
う
ざ
ん山

が
声
と
体
、
そ
し
て

音
で
表
現
す
る
。

　
３
作
品
目
は
、
舞
踏『tom

urai

』

（
構
成
・
出
演
：
坊
内
由
香
／
11
月

30
日
・
12
月
１
日
）。
門
司
港
出
身

の
舞
踏
家
、
坊
内
由
香
に
よ
る
舞
踏

作
品
。

　
４
作
品
目
は
、
だ
ら
く
館
に
よ
る

一
人
芝
居
『
贋
作
・
ト
ニ
ー
谷
』

（
作
・
演
出
：
秋
山
豊
／
12
月
７

日
・
８
日
）。
演
出
の
秋
山
豊
は
映

画
監
督
と
し
て
の
活
動
と
並
行
し
て

「
芸
人
列
伝
シ
リ
ー
ズ
」
と
銘
打
っ

た
舞
台
作
品
を
創
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
『
贋
作
・
シ
ミ

キ
ン
』『
贋
作
・
ミ
ス
ワ
カ
ナ
』『
贋

作
・
一
条
さ
ゆ
り
』『
贋
作
・
圓
朝
』

『
贋
作
・
太
地
喜
和
子
』『
贋
作
・
松

井
須
磨
子
』
な
ど
が
あ
る
。「
贋
作
」

と
は
、
ど
れ
ほ
ど
一
人
の
人
間
の
人

生
を
精
巧
に
再
現
し
よ
う
と
し
て
も

所
詮
本
物
の
人
生
に
は
か
な
わ
な

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

琵琶デュオによる説教節『みなまた 海のこえ』公演写真

大槻オサム『おこりじぞう』イメージ写真

　「
海
峡
演
劇
祭
２
０
１
３
」
が
11

月
16
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
門
司
港

の
関
門
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
る
。

　
２
０
１
０
年
に
開
始
さ
れ
、
今
年

で
４
回
目
と
な
る
こ
の
演
劇
祭
の
最

大
の
特
徴
は
、
そ
の
テ
ー
マ
性
に
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
ー
マ
設
定
だ
け

な
ら
、
他
の
演
劇
祭
に
も
あ
る
の
だ

が
、
こ
の
海
峡
演
劇
祭
に
お
い
て

は
、
テ
ー
マ
と
上
演
作
品
が
き
わ
め

て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
印
象
が

強
い
。
会
場
と
な
る
関
門
海
峡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
多
目
的
ホ
ー
ル
は
基

本
的
に
午
後
５
時
ま
で
し
か
使
用
で

「海峡演劇祭 2013」
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対象となる作品

瀬戸内寂聴
（篠山紀信撮影）

右から伊藤野枝、長女魔子、大杉栄

オ
ペ
ラ
歌
手
。
欧
米
の
ス
テ
ー
ジ

で
活
躍
。「
蝶
々
夫
人
」
で
世
界

的
な
名
声
を
得
る
。

 

『
お
蝶
夫
人
』

・
管
野
須
賀
子

 

（
１
８
８
１
〜
１
９
１
１
）

社
会
主
義
者
。
日
本
史
上
唯
一
、

女
性
革
命
家
と
し
て
死
刑
を
受
け

る
。

 

『
遠
い
声
』

・
金
子
文
子

 

（
１
９
０
３
〜
１
９
２
６
）

社
会
運
動
家
。
内
縁
の
夫
で
あ
る

在
日
朝
鮮
人
の
ア
ナ
キ
ス
ト
朴
烈

と
、
大
逆
罪
に
問
わ
れ
る
。
の
ち

自
死
。

 

『
余
白
の
春
』

・
平
塚
ら
い
て
う

 

（
１
８
８
６
〜
１
９
７
１
）

女
性
運
動
家
。
雑
誌
「
青
鞜
」
を

創
刊
。「
元
始
、
女
性
は
太
陽
で

あ
つ
た
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
知
ら
れ

る
。

 

『
青
鞜
』

・
湯
浅
芳
子

 

（
１
８
９
６
〜
１
９
９
０
）

ロ
シ
ア
文
学
者
。
作
家
中
條
（
の

ち
宮
本
）
百
合
子
と
同
性
愛
を
交

わ
し
、
と
も
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を

遊
学
し
た
。

 

『
孤
高
の
人
』

・
瀬
戸
内
寂
聴
（
１
９
２
２
〜
）

小
説
家
、
僧
侶
。
は
じ
め
、
瀬
戸

内
晴
美
と
し
て
活
動
す
る
が
、
51

歳
で
出
家
。
法
名
を
寂
聴
と
す
る
。

 

『
比
叡
』

・
田
村
俊
子

 

（
１
８
８
４
〜
１
９
４
５
）

小
説
家
。
日
本
初
の
女
性
の
職
業

作
家
。

 

『
田
村
俊
子
』

・
岡
本
か
の
子

 

（
１
８
８
９
〜
１
９
３
９
）

歌
人
、
宗
教
家
、
小
説
家
。
一
つ

屋
根
の
下
に
、
夫
と
二
人
の
恋
人

と
暮
ら
す
生
活
ぶ
り
が
驚
か
れ

る
。
岡
本
太
郎
の
母
。

 

『
か
の
子
撩
乱
』

・
高
岡
智
照
尼

 

（
１
８
９
６
〜
１
９
９
４
）

祇
王
寺
の
元
庵
主
。
15
歳
の
と

き
、
恋
人
に
身
の
潔
白
を
証
明
す

る
た
め
、
小
指
を
切
り
落
と
す
。

転
変
の
末
、出
家
。

 

『
女
徳
』

・
伊
藤
野
枝

 

（
１
８
９
５
〜
１
９
２
３
）

女
性
運
動
家
。内
縁
の
夫
で
あ
る

ア
ナ
キ
ス
ト
大
杉
栄
と
、
関
東
大

震
災
後
の
混
乱
の
中
虐
殺
さ
れ
る
。

 

『
美
は
乱
調
に
あ
り
』

 
『
諧
調
は
偽
り
な
り
』

・
三
浦
環

 

（
１
８
８
４
〜
１
９
４
６
）

　
北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
11
月
２

日
よ
り
、
特
別
企
画
展
「
恋
と
革
命

に
生
き
た
女
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
太
宰
治
は
小
説
『
斜
陽
』
で
主
人

公
の
女
性
に
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
て

い
ま
す
。

私
は
確
信
し
た
い
。
人
間
は
恋
と

革
命
の
た
め
に
生
れ
て
来
た
の
だ
。

　
本
展
で
は
、
こ
の
言
葉
通
り
、

恋
、
思
想
、
芸
術
に
生
を
燃
焼
さ
せ

た
女
た
ち
の
姿
を
、
瀬
戸
内
寂
聴
の

伝
記
小
説
か
ら
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。

　
瀬
戸
内
は
、
１
９
６
１（
昭
和
36
）

年
に
発
表
し
た
小
説
『
田
村
俊
子
』

を
皮
切
り
に
、
先
駆
的
な
女
性
の
生

涯
を
た
ど
る
小
説
を
書
き
継
ぎ
、
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
本
展
で
は
次
の
10
人
を
紹

介
し
ま
す
。

北九州市立文学館7

中西　由紀子 Yukiko Nakanishi学芸員

　
特
に
、
福
岡
県
出
身
の
伊
藤
野
枝

に
つ
い
て
は
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

11
月
23
日
に
は
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
の
映
画

評
論
家
・
矢
野
寛
治
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
ま
す
。
矢
野
は
伊
藤
野
枝
の

親
戚
で
も
あ
り
、
一
昨
年
、
こ
れ
ま

で
の
野
枝
像
を
覆
す
著
書
『
伊
藤
野

枝
と
代
準
介
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
満
島
ひ
か
り
、
綾
野
剛

の
主
演
で
話
題
と
な
っ
た
映
画
「
夏

の
終
り
」
原
作
小
説
の
直
筆
原
稿
も

展
示
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
会
場
で
「
新
し
い
女
」
た

ち
の
息
吹
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特別企画展「恋と革命に生きた女たち」
11月２日（土）～ 12月 15日（日）

北九州市小倉北区城内4の1
093(571)1505
【開館時間】（入館は閉館の30分前まで）
平日　午前9時30分～午後7時
土日祝　午前9時30分～午後6時
【休館日】　月曜日（月曜が休日の場合は翌日）
【特別展観覧料】
一般 500円　中高生 200円　小学生 100円

Information

Event

矢野寛治さん講演会
【日時】
11月23日（土・祝）
午後１時30分～午後３時まで
【会場】
北九州市立文学館
【お問合せ】
申込は北九州市立文学館まで
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